
近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

■日 時：令和4年10月1日（土） 14時～16時

■会 場：市役所2階市民活動室

■参加者：13名

■オブザーバー：近畿大学教授 久 隆浩

概 要

第１回

会議風景

■ワークショップのテーマ

1. 外出先について

2. イメージについて

3. 対象地区のイメージの変化



近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第１回
テーマ1： 外出先について 全 体

とりまとめ商業 医療 公園

ご意見

その他（よく行く）

☛「商業」に関する施設は市内の他に、複合商業施設については隣接市町の利用がある。
☛「医療」に関する施設は市内の診療所の利用がある。
☛「公園」に関する施設は市内の他に、規模や特徴のある市外の施設の利用がある。

市内を中心とした主な外出先は以下のとおりです。

大和高田市

日用品の買い出しなどは市内で、レジャーは市外でそれぞれ行う傾向がみられる



近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第１回
テーマ２： 近鉄大和高田駅・JR高田駅イメージについて 全 体

とりまとめグループ1 グループ2 グループ3

対象地区

主な意見

●▲ ☛駅は、 “活気”や“便利さ”の有無がイメージの良し悪しにつながっている。
〇△☛駅周辺も、“活気”や“便利さ”の有無がイメージの良し悪しにつながっている。

近鉄大和高田駅、ＪＲ高田駅とその周辺に関するイメージは以下のとおりです。

にぎわい・活気と便利さを指標にして、駅及び駅周辺のイメージが形成されている



主な意見

近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第１回
テーマ３： 対象地区のイメージの変化について 全 体

とりまとめグループ1 グループ2 グループ3

対象地区に求めるイメージの変化は以下のとおりです。

対象地区

☛「都市機能の増加」、「空き家の利活用」といったにぎわい・活気を求める意見が多い。
☛ 車の通行環境よりも歩行環境に視点をおいた便利さを求める意見が多い。

にぎわい・活気を生む施設の整備等と、エリアの利便性の向上を求めている

キーワード



近鉄大和高田駅・JR高田駅周辺地区
まちづくりワークショップ

第１回
テーマ３： 対象地区のイメージの変化について 全 体

とりまとめグループ1 グループ2 グループ3

オブザーバーからのコメント

●日本各地でやっているおもしろいことなどで、大和高田で実現したいという話を各自が
持って来たら、今後の参考になります。

●少しの空きスペースを自分たちで楽しくしようとする動きを、「プレイスメイキング」
と呼びます。自分たちが楽しく使える空間が大和高田にもあったら良いと思います。

●大阪市内などで、おもしろいお店が出ているところは幹線道路からふた筋くらい入った
家賃が安いところにあり、元気な若い経営者の方が素敵なお店を開いています。大和高
田にもそのようなお店をやりたい方がいると思いますが、商売に見合った家賃設定に
なっていない問題があります。こうした状況に対して、大和高田市内にある片塩商店街
では、まちづくり会社が間に入り、家賃交渉をしています。

●市内でお金が循環する方が良いと思いますので、私たちの身近にいる方に素敵なカフェ
などを作っていただき、みなさんがゆったり過ごせるような空間がもっとあると良いと
思います。そのような仕掛けづくりも、みなさんと一緒に考えていけたらと思います。

●駅のイメージは、何をもって評価するかが少し難しいです。どうしても便利さを優先し
てしまいますが、駅のあり方を、改めて考えていただきたいです。タイミングが良けれ
ば、新大阪からこのまちまで、JR１本で来ることが出来るといった新しいルートが出来
ています。また、近鉄に乗れば、３０分弱で大阪市内に行けますので、一般的には近鉄
電車を利用してしまいますが、JRとのタイアップを考えても良いのではないかと思いま
す。

●近鉄大和高田駅からJR高田駅までのエリアには、昔、紡績工場があったため、大きな敷
地単位で、施設の更新や機能の変更ができる場所です。そこに、今度はどんなものが入
ったら良いのかといったことも、みなさんと考えてみたいと思います。その敷地すべて
に建物を建てるのではなく、自分たちでちょっとしたイベントができるような、そんな
広場が一角にあると、素敵だなと思います。
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